
近現代史の起点となった吉田松陰（現代に連綿と続く幕末）

吉田松陰 

久坂玄瑞 高杉晋作 伊藤博文 山縣有朋 木戸孝允 山田顕義 品川弥二郎 

・松下村塾の双璧 

・長州藩尊皇攘夷派

の中心人物として活

動。 

・幕末の志士達に多

大な影響を与えた。

禁門の変で自刃（享

年25）。 
 
 

・松下村塾の双璧。 

・功山寺挙兵で長州藩

の藩論を倒幕に統一。 

・第二次長州征討（四

境戦争）を海軍総督と

して勝利に導き、幕府

の倒壊を決定づける。 

・結核により明治維新

を見ずに逝去（享年

27）。 
 

坂本龍馬 

中岡慎太郎 

●坂本龍馬 

・脱藩の１か月前に

久坂玄瑞から草莽

崛起（そうもうくっき）

論にふれる。⇒脱

藩 

●中岡慎太郎 

・久坂などを通じて

吉田松陰を知る。直

接会うことはなかっ

たが、吉田松陰を尊

敬していた。長州内

を主な活動の拠点

として、東奔西走。 

・高杉の功山寺挙兵に

力士隊を率いて参加。 

・明治維新後は兵庫県

知事の後、初代内閣総

理大臣となり、以後、第

5代・第7代・第10代と4

次にわたり内閣総理大

臣として内閣を組閣。 

・長きにわたり、国政の

発展に貢献した。 

・明治42年、満州にて安

重根に暗殺された（享

年69）。 

 

・奇兵隊軍監として活躍。 

・明治維新後は、明治

22年に第9代内閣総理

大臣 

、明治31年にも第2次山

縣内閣を発足させた。 

・日本軍閥の祖。 

・山県の松下村塾在塾

期間は極めて短かった

が、松陰に多大な影響

を受け、終生深く畏敬し

ていた（享年85）。 

 

・禁門の変や、功山寺

挙兵、戊辰戦争に参戦。 

・明治7年「佐賀の乱」、

明治10年「西南の役」で

は征討軍の将として

戦った。 

・明治新政府では、明

治18年、初代司法大臣

として入閣。以後四代

の内閣で司法大臣を務

めた。 

・日本大学の前身であ

る日本法律学校を創設

し、次いで翌年、國學院

（現在の國學院大学）を

設立した（享年49）。 

 

・松陰死後、尊王攘夷

活動に奔走。山田顕義

らとともに御楯隊を組織

するなどした。 

・戊辰戦争では奥羽鎮

撫総督参謀、整武隊参

謀として活躍。 

・維新後は、第一次松

方内閣で内務大臣をつ

とめた。 

・民間にあっては、現在

の獨協学園（獨協大学）

や京華学園（京華中学・

高校）を創立した（享年

58）。 

 

・志士時代（桂小五郎）

は長州藩尊王攘夷派の

中心人物として活動。 

・新政府では参与となり、

「五箇条の御誓文」の起

草に参画、版籍奉還の

実現にも尽力した。 

・西郷隆盛、大久保利

通とともに、「維新の三

傑」。 

・長州藩の藩校・明倫館

で兵学教授であった松

陰に学び、「事をなすの

才あり」と評される。い

わゆる私塾・松下村塾

の門下生ではなかった

が、その後も松陰に対

し、門人の礼をとリ続け

ていた（享年44）。 
・龍馬、中岡、木戸、高杉ほ

か。 

・木戸、伊藤、山縣、山

田、品川ほか 

・薩長閥で人材を独占。 
 

・日露戦争の勝利は、アジア各国の独立運動主導

者たち（中国・孫文、インド・チャンドラ ボース等）

に大きな影響を与えた。長州藩出身：乃木希典大

将、児玉源太郎。乃木は松陰の叔父・玉木文之進

から教えを受けた。 

・山口県（長州）出身の総理大臣最多の８

名。明治時代：伊藤博文、山縣有朋、桂太

郎、寺内正毅。昭和初期：田中義一、戦後

に岸信介・佐藤栄作。平成：安倍晋三。 

・小泉純一郎、安倍晋三元首相は吉田松

陰を尊敬する人物として挙げている。演説

にも松陰の言葉を引用。⇒松陰は現代に

も生きている。 

薩長同盟（１８６６

大政奉還 

戊辰戦争 

明治維新・新政府 

日清、日露戦争 

太平洋戦争 

戦後～現在 

             松下村塾 藩校・明倫館 


